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特別損失の発生及び業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 当社は下記の通り特別損失を計上することになりましたので、その概要をお知らせするとともに、最近
の業績の動向等を踏まえ、平成 21 年 2 月 12 日に公表いたしました平成 21 年 3 月期（平成 20 年 4 月 1日
～平成 21年 3 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 
 

記 
 
1. 特別損失の発生及び内容 

個別決算において、たな卸資産除却損 38 百万円、投資有価証券評価損 24 百万円、固定資産減損損

失 60 百万円を計上、また、保有する関係会社株式のうち、実質価額が著しく下落したものについて関

係会社株式評価損 278 百万円を計上し、同じく関係会社貸付金等に対しても貸倒引当金繰入額 394 百

万円を特別損失として計上いたします。（なお、関係会社株式評価損及び貸倒引当金繰入額は連結当期

純利益の計算においては消去されます。） 
連結決算においては、子会社の機械装置について固定資産減損損失 101 百万円を特別損失として計

上いたします。 
 

 

 

2. 平成 21 年 3月期通期業績予想数値の修正（平成 20 年 4 月 1日 ～ 平成 21 年 3月 31 日） 

 
（1）連結業績予想数値の修正 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ６，０００ △３３０ △４００ △７００ △９．７２ 

今 回 発 表 予 想 （Ｂ） ５，３９５ △４６３ △４９４ △１，０７９ △１５．０２ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △６０５ △１３３ △９４ △３７９ ― 

増 減 率            （％） △１０．１ ― ― ― ― 

（ご参考） 前期実績 

（平成 20 年 3 月期） 
６，６６３ △３８２ △５０９ △４１８ △５．８７ 

      
 



 
 
 
 
 
 
 

（2）個別業績予想数値の修正 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ３，６００ １０ △５０ △１，２００ △１６．６６ 

今 回 発 表 予 想 （Ｂ） ３，５８２ △７５ △１０４ △２，０３０ △２８．２６ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △１８ △８５ △５４ △８３０ ― 

増 減 率            （％） △０．５０ ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 20 年 3 月期） 
４，８７４ △２２１ △３３６ △５７２ △８．０３ 

 

３．修正の理由 

   当連結会計年度におきましては、世界的な景気、市況の急激な悪化の影響により、グループを取り

巻く事業環境もいっそう厳しいものとなりました。 

   通期売上予想につきましては、連結では海外子会社の Towa Globl Tech Corp. Led.が中国市場

及び欧米市場の景気急速悪化が続き大幅な減収、国内子会社では、トータルテクノ㈱が LED/ECO 事業

及び SA 機器事業の企画・開発を主管する事業会社として事業転換を図りましたが、従来の電子ﾚｼﾞｽﾀ

ｰ及び OEM ビジネスの売上不振の結果、大幅に下回る見込であります。 

個別につきましては、若干の減少にとどまりました。 

   営業利益につきましては、連結及び個別とも売上高減少及びたな卸資産評価減の影響による粗利額

の減少により大幅に下回る予想であります。経常利益につきましては、営業利益減により下回る予想

であります。当期純利益につきましては、連結では特別損失としてたな卸資産除却損 38 百万円、投資

有価証券評価損 24 百万円、固定資産減損損失 161 百万円、のれん償却額 34 百万円等を計上すること

により大幅に下回る予想であります。  

   個別では、特別損失としてたな卸資産除却損 38 百万円、投資有価証券評価損 24 百万円、固定資産

減損損失 60 百万円を計上、また、保有する関係会社株式のうち、実質価額が著しく下落したものにつ

いて関係会社株式評価損 278 百万円を計上し、同じく関係会社貸付金等に対しても貸倒引当金繰入額

394 百万円を計上することにより、大幅に下回る予想であります。（なお、関係会社株式評価損及び貸

倒引当金繰入額は連結当期純利益の計算においては消去されます。） 

  以上の結果、通期業績につきましては、連結及び個別とも予想を下回る見込であります。 
 

＊上記記載金額は百万円未満を切捨てて表示しております。 

本資料の業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成しております。実際の業 

績は、今後様々な要因によって本資料の予想数値と異なる可能性があります。  

 


